
聖書入門講座 第３回 「イエス様は私達の救い主」 

 

１ イエス様の御業 

① イエス様が受肉（人となられた）された理由 

● 私達の模範となられるため。（ペテロの第一の手紙２章２１節） 

● 父なる神様のお姿を示すため。（ヨハネの福音書１４章９節 b) 

● 私達の弱さを知るため。（ヘブル 4:15） 
 
②  イエス様の受難の理由 

● 赦しと贖いを私達に与えるため。（エペソ人への手紙１章７節） 

● 最後のアダムとしてのキリスト(Ⅰｺﾘﾝﾄ人１５章 45 節/ローマ 5 章１２・１９節) 

● 私達にいのちを得させるため。（ヨハネ３章１６節） 
  神はそのひとり子を賜わったほどに、この世を愛して下さった。 
それは御子を信じる者がひとりも滅びないで、永遠の命を得るためである。 
 

  ③イエスさまの復活と昇天の理由 

● 私達を義とするため。（ローマ１０章 9-10 節） 

● ご自身が神である事を証しするため。 

● 私達に復活の希望を示すため。（ローマ６章５節） 

● 神の右で大祭司として、とりなしておられる。（ローマ８章３４節） 

☆結論：イエス様の御業は愛のゆえである。 

２ 私達の救い 

①イエス様によって与えられる救い（十字架と復活の結果もたらされるもの）。 

⑴ 罪の赦し、義とされ平安が与えられる。 

⑵ 聖霊が心に住まわれる。（奉仕の力、イエス様の似姿に変えられる力が与えられる） 

⑶ 癒しが与えられる。 

⑷ 祝福が与えられる。 

⑸ 永遠の命が与えられる。 
 

 ②救いを自分のものとする。（ヨハネの福音書１章１２節） 

信じて救われるとは、具体的にどういう事なのでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「救いとは、今ある確かな「場所」の中にある事を示している 
 



● 使徒１６：３１「主イエスを信じなさい。そうしたら、あなたもあなたの家族も救われます」。 

Acts 16:31 “Believe in the Lord Jesus, and you will be saved.” (NIV) 

＊英語で、場所を表す前置詞 “in”が、“believe”（信じる）についている。 

ヤコブの手紙 2:19 の『あなたは、神はただひとりであると信じているのか。それは結構である。悪霊どもでさ

え、信じておののいている。』には、場所を表す前置詞 “in” が“believe”（信じる）についていない。 

○場所： プラットフォーム or 新幹線？ 

 

３ 「二つの法則」  ローマ人への手紙 ８：１－２  （新約聖書 ｐ２４２） 

Ｑ： 「私は罪赦され、救われ、洗礼を受けたのに、まだ罪を犯してしまう。 

私は本当に罪許され救われているの？」 

ローマ７章、パウロも悩んだ。 私の内に働く、２１節「悪の法則」、２３節「罪の法則」がある！ 

別のもう一つの法則： ローマ８：２「御霊の法則」 

● 「法則」とは？広辞苑：「いつでも、またどこででも、成立するところの普遍的、必然的関係。」 

分かり易く言えば、「いつでも、どこでも、常に成立し、変わらない決まりごと」 

例： ニュートンの「万有引力の法則（＝力）」 

● 「法則」の実験・・・例） 風船、古い法則（引力の力）より更に力強い別の法則（力）が内

に入れば風船は落ちない。 

「キリストイエスにあるいのちの御霊の法則が、罪と死との法則から」私を「解放した」のです。 

（ローマ８：２）   

救いは、道徳や思想、フィーリングや感じではなく、確かな場所。変わらない法則。  

（テトス１：２ 私の救いは神の約束） 

★神の言葉によって変えられた人： Steve McQueen   神と神の言葉の確かさ   

（私達の救いは） 「偽りのない神が永遠の昔に約束された永遠のいのちの望みにもとづく

のである。」テトス１：２  

★決断の大切さ：グレート・ディバイド       

☆宇宙一の幸せ：光くん 

 「備えの祈り」 

愛する天のお父さま！ あなたのご愛を感謝します。私は罪人です。  

私の全ての罪を赦して下さい。私の不信仰、不従順、わがままを赦して下さい。 

イエス様の十字架のご愛を信じます。イエス様を人生の主として、心の中心にお

迎えします。罪のゆるしと永遠の生命をいただけたと信じ感謝します。 

私は、いつも喜び、たえず祈り、すべてのことを感謝しながら歩みます。 

私が召されたら、必ず天国に入れて下さい。お願いします。 

私の愛する家族や友人のことも、よろしくお導き下さい。 

イエス様のお名前によってお祈り致します。 アーメン 
 


